
程規稿投

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上役碕を期待します。

議類に関する小論文(和文).綜説， 論文抄録，様鎌等。

2. 原病燭織の取情，掲載の目的序，体総及び校疋は役員会に一任のζ と。

3. 別刷の費用は著者負担とする。 (flし小論文，綜説，総合抄録11:限りその 50部分

の費用は会にて負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄主張は 4∞字諸原補用紙 12枚{立造.其他は同上6枚{也迄を

限度とし肉版等のスペースは此の内l亡合まれる。

向小論文，綜説に限り.欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付する乙と.欧文

は成る可く，英，独語を用うること。

原摘は平仮名混り，樹;r，:としなるべく 400字詰原稿用紙を用うること。

1. 

5. 

言語類に関する質疑応答郷を設け度いと思いますから，会員諸君の御利用を乞う。

向事務の迅速処理を期するため質問及び庶務，会計，編集事務等学会に関する通信

は，札幌市北大理学部縞物学教室内本会庶a.会計叉は編集幹事宛とし幹事の個人名
は一切使用せぬよう特に注意のこと。

幸男

義輝

俊造

説。:
イ~l Eま

幸人

与志雄

開初 35年度役員

田

村

藤

橋

沢

本

弁

山

中

須

舟

国

政

阪

長

'1J 

事

m 

幹

幹

幹

F 

P 

F 

主興

3十

16 

会

編

府、

会

編集兼発行者 中 村 義 輝

富岡市嵐官町北海温大.J'l!・鋪溜麗踊究所

昭和35年 4月15目印刷

昭和35年 4月20日発行

山中

札幌市北三陥東七寸目三間二番地

ヨキ者liliJ 即

日本藻類学会

札嶋市北海謹ぇ.JI"'ffli櫨柑":11:内
割高容小割. ¥3508 

所行発

歳

不言午複製

転禁



‘. 

h 

..， 

/ 

〆

示、

〆「
汽




